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1 研究背景と目的 
我が国における多くの沿岸域集落は、磯・浜近傍

の非常に限られた領域内に存在し、非計画的に集落

構成や家屋を変化させて形成された自然発生的集落

である。そこでは、漁港・漁協・店舗・住居が密集

しており、生産と生活の場が一体化した高密集住空

間となっている。 
沿岸域集落に居住する住民の大部分は様々な型で

展開している水産業(漁業)を主たる生業とし、地形・
地理条件による制約を受けながらも特定な地区に集

住し続けている。 
本研究は、そのような自然発生的に形成された高

密度な沿岸域集落を「建築計画」又は「都市計画」

的な視点で分析することによって、空間構成の特性

を把握し、今後の居住環境の集住形態、コミュニテ

ィ形成、空間特性を検討する基礎的資料としてまと

めた。 
 
2 研究概要 
2-1 研究対象地域 
京都府の北端、丹後半島の東北部に位置する伊根

湾は、湾内に位置する青島の自然堤防と湾を囲む地

形によって、穏やかな海面を形成している。その海

沿いに位置する伊根沿岸域集落は、断崖とのわずか

な空間に位置し、一本の道路を挟んで、宅地・耕地

を展開させている。 
山側には生活の場として用いられる主屋が軒を連

ね、海側には舟の格納庫、出漁準備の作業場、漁具

置き場、網干し場、住居を兼ねた舟屋や倉庫が立ち

並んでいる。住民の多くは、道を挟んで離れとなっ

ている主屋と舟屋の双方を所有している。 
このような特異な集落構成を持つ伊根沿岸域集落

の一地区を対象地として分析していく(図1)。 
 
2-2 研究方法 
本研究では、調査によって得られた間取りを元に、

住居内1階部分において長時間人間が容易に滞留す
る可能性のある空間(以下、「滞留空間」とする)を決
定し、その空間構成を把握することによって対象地

における住居内部と住居外部の関係性について考察

する(図2)。 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1 研究対象地域の位置図(1/20,000) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図2 滞留空間の抽出 
 
 
 本報における滞留空間の定義は、個人がその空間

に滞留しやすい空間であり、主に畳やフローリング

の部屋を指す。その際、台所や廊下、風呂、トイレ、

縁側、収納、床の間、廊下程度の幅(910mm以下)の空
間は滞留空間に含まない。 
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2-3 分析方法 
滞留空間の構成を把握するにあたり以下の分析を

行う。 
① 道路と住居との界域注1)を決定し、そこからの

滞留空間の距離分布を求める(図3)。 
② 滞留空間の距離分布を、西出和彦氏による「人

間同士の距離の分類」1）と照らし合わせる注2）

(表1)。 
③ 道路に対する滞留空間の開口率を求める(図

4)。 
これらのデータを2つの住居構成(舟屋と主屋、舟屋

兼主屋) にわけて分析していく。以下舟屋と主屋の構
成をA-type、舟屋兼主屋の構成をB-typeとする (図5)。
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図3 距離分布の計算方法 
 
   
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

 
 
 

図4 開口率の計算方法 

 3 分析結果 
3-1 A-typeにおける滞留空間の距離分布 
○図7より、舟屋の滞留空間の距離分布は、排他域か
らの空間や相互認識域・遠方相など様々な距離に分

布している。 
○図7より、主屋の滞留空間の距離分布は、手前と奥
又は、手前と真ん中と奥というように2つ又は3つに
部屋を分節している傾向が見られる。 

SM6,7,9,10,11,12,17,20に見られるような部屋を手
前と奥に分節する場合においては、排他域又は会話

域から相互認識域・近接相に手前の空間を設け、相

互認識域・近接相から相互認識域・遠方相に奥の空

間を設けている。つまり、滞留空間が道路側に開口

可能である場合において、手前の空間は、絶対に他

人を入れたくない距離から会話程度のコミュニケー

ションを可能にする距離に位置している。また奥の

空間は、同じ場合において、会話から挨拶程度のコ

ミュニケーションを可能とする距離に位置してい

る。 
SM1,4,23に見られるような部屋を手前と真ん中と
奥の3つに分節する場合においては、会話域又は空間
共有域から相互認識域・近接相に手前の空間を設け、

相互認識域・近接相から相互認識域・遠方相に真ん

中の空間を設け、相互認識域・遠方相に奥の空間を

設けている。つまり、滞留空間が道路側に開口可能

である場合において、手前の空間は、近すぎて気づ

まりを感じる距離から会話程度のコミュニケーショ

ンを可能にする距離に位置している。また真ん中の

空間は、同じ場合において、会話から挨拶程度のコ

ミュニケーションを可能とする距離に位置してい

る。更に奥の空間は、同じ場合において、挨拶程度

のコミュニケーションを可能とする距離に位置して

いる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図5 住居構成のタイプ分け 
 
表1 人間同士の距離の分類1)
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○滞留空間の平面図が5角形以上の場合 
 

[滞留空間の距離分布] 
 

境界から滞留空間手前までの距離 
           から 
境界から滞留空間奥までの距離 

まで 
 

 

※ c1 ≧ c2
の場合 

境界から滞留空間手前までの距離 
=( a1 + a2 ) / 2 

 

c1 ≧ c2
の場合 

境界から滞留空間手前までの距離 
=( a3 + a4 ) / 2 

 

d2 ≧ d1
の場合 

境界から滞留空間手前までの距離 
=( b3 + b4 ) / 2 

 

d2 ≧ d1
の場合 

境界から滞留空間手前までの距離 
=( b1 + b2 ) / 2 

○滞留空間の平面図が4角形の場合 
 

[滞留空間の距離分布] 
 

境界から滞留空間手前までの距離 
           から 
境界から滞留空間奥までの距離 

まで 
 

 
※ 境界から滞留空間手前までの距離 

=( a1 + a2 ) / 2 
 
※境界から滞留空間奥までの距離 

=( b1 + b2 ) / 2 

道路 

滞留空間の開口率(％) 
 

= x ÷ A × 100 
 

  x : 滞留空間の道路側における道路
まで抜けている建具の幅 

 
x : 滞留空間の最大幅 

 
※ 窓による開口が存在する場合は、数値

に括弧を付けて区別する。 
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・Hallの密接距離に相当。多くの研究者が指摘するpersonal space
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図6 対象地1階部分における滞留空間 
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図7 滞留空間の距離分布と開口率(%) 図7 滞留空間の距離分布と開口率(%) 
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道路と住居の界域からの距離 



3-2 A-typeにおける滞留空間の開口率 
○図7より、舟屋における滞留空間の開口率は0から
100まで様々であるが、多くの舟屋が、開口率0％の
部屋を所有している。 
○図7より、主屋における滞留空間の開口率は、SM12
の49％を除いて、50％以上となっている。また、開
口率100％の滞留空間が多く見られ、道路にいる近隣
住民との交流の発生確率が舟屋に比べて高い。 
 
3-3 B-typeにおける滞留空間の距離分布 
○図7より、滞留空間の距離分布は、手前と奥に部屋
を分節している傾向が見られる。 
排他域又は会話域から相互認識域・近接相に手前

の空間を設け、相互認識域・近接相又は相互認識近

接相から相互認識域・遠方相に奥の空間を設けてい

る。つまり、滞留空間が道路側に開口可能である場

合において、手前の空間は、近すぎて気づまりを感

じる距離から会話程度のコミュニケーションを可能

にする距離に位置している。また奥の空間は、同じ

場合において、会話から挨拶程度のコミュニケーシ

ョンを可能とする距離に位置している。 
○A-typeにおける主屋の特徴と類似している。 
 
3-4 B-typeにおける滞留空間の開口率 
○図7より、滞留空間の開口率は、すべて50％以上で
あり、開口率0％の滞留空間は存在していない。ゆえ
に、比較的、道路にいる近隣住民との交流の発生確

率が高いと言える。 
○A-typeにおける主屋の特徴と類似している。 
 
4 まとめ 
 A-typeにおける主屋が道路の山側に軒を連ね、
A-typeにおける舟屋とB-typeの舟屋兼主屋が海側に
配置している傾向が強いことを考慮すると、図8のよ
うな滞留空間の空間構成が伊根沿岸域集落において

成り立っていると考えられる。 
本報のまとめを以下に示す。 

1) A-typeの舟屋における滞留空間は、距離分布がラ
ンダムに配置されていながらも、開口率は低い傾向

があり、より私的空間としての特性が強い。 
2) A-typeにおける主屋やB-typeにおける舟屋兼主屋
における滞留空間は手前と奥、又は手前と真ん中と

奥といったように滞留空間を分節している傾向が強

く、奥性を生み出している。一方で開口率は高く、

会話や挨拶程度のコミュニティケーションを発生さ

せる距離に分布している傾向が強いことから、開口

を作り出すことによって偶発的に、又は選択的に道

路にいる近隣住民との交流が発生する可能性が高

い。 
3) A-typeの舟屋と主屋による構成は、舟屋と主屋の
滞留空間の質の違いにより、居住者による滞留空間

の質の選択に伴って、道路を横断する機会を生み、

道路を通る近隣住民との交流のきっかけを作り出す

可能性を持っている。 
 

 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図8 伊根沿岸域集落の空間構成の概略 
 
                          
                           
[注釈] 
 
注1） 住居の道路に対する外壁と外部空間との境とする。なお、外部空間に2

段以上の階段を設ける段差が存在している場合は、段差と道路の境を

道路と住居との境とした。 
 
注2） 本報における滞留空間の距離の分類は、道路と住居との境に人がいる

場合のものである。 
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